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鈴木道政スタート

　北海道知事として道政を担わせていただくことにな

りました鈴木直道です。将来にわたって活力に満ちた

北海道を実現するため、全力で取り組んでまいります。

　本道の持続的な発展に

は、前例にとらわれない

新たな発想と行動が必要

です。道民の皆さまと力

を合わせて、アジアを中

心に人気が高まる食や観

光など、世界においても

特別な輝きを放つ本道の

価値を最大限発揮すれ

ば、新たな時代に躍動する北海道を実現していくこと

ができると確信しています。

　道政運営に当たっては、３つの方針を基本として、

地域と一体となって進めていきます。

　１つ目は「ピンチをチャンスに変える道政」です。

　人口減少対策・地域創生といった課題は、道内のみ

ならず、多くの地域が直面している問題であり、北海

道が、先んじてこうした状況を克服し、これからの時

代のあるべき姿を示すことは、本道の可能性を一層

広げていくものと考えます。

　北海道を応援してくださる多くの方々と連携して、

逆境を乗り越える大きなうねりを創り出し、「ピンチ

をチャンスに変える道政」を進めます。

　２つ目は「新たな発想で攻める道政」です。

　情報技術の革新や国際化の進展など、社会情勢の

大きな変化に適応し、持続可能な北海道を築いてい

くためには、常に時代の先を意識した政策を立案し、

勇気を持って大胆に展開していかなければなりません。

  これまでにない柔軟な発想を積極的に取り込み、政

策を実現する力を高め、「新たな発想で攻める道政」

に取り組みます。

　３つ目は「地域とともに考え、行動する道政」です。

　豊かな自然環境や世界に誇る食といった本道の多

様な魅力は、地域の皆さまによって生み出されたもの

です。広大な本道では、地域の状況や課題もさまざま

であり、一つ一つの市町村の実情を踏まえ、市町村の

皆さまと一体となって、地域の潜在力を発揮させ、

「地域とともに考え、行動する道政」を展開します。

　活力に満ちた北海道を築いていくに当たって、本道

の可能性を発揮させるため、３つの分野における「挑

戦」を基本とし、政策を展開していきます。

　１つ目は「豊かな地域づくりへの挑戦」です。

　本道の自然環境や食、文化などの優位性に魅力を感

じ、愛着を持ってくださる方々による「ほっかいどう応

援団会議」を新たに結成し、道や市町村が取り組む地

域創生プロジェクトなどの情報を一元的に発信して、

多くの方々から支援をいただき、その推進を図ります。

　また、移住・定住の推進や、さまざまな形で本道と関

わってくださる「関係人口」の拡大に向け、取り組みを

進めます。

　さらに、医療・福祉の充実、児童虐待の防止に向け

て関係機関と連携した地域の見守り機能の充実、持

続的な鉄道網の確立、

胆振東部地震災害から

の復旧・復興や社会資

本の整備など、安全・安

心で強靱な北海道づく

りに取り組みます。

　北方領土問題につい

ては、関係団体の方々

と一体となって、一日も

早い返 還の実現に向

け、強く国に働きかけて

いきます。

　２つ目は「確かな未来づくりへの挑戦」です。

　多様な分野と地域でリーダーとなる人材を生む場

づくりの検討を進めるとともに、世界での活躍や新た

な価値の創出を目指す若者の成長と飛躍を、民間企

業などとの協働により支援します。

　また、農林水産業の新規就業者の拡大・定着を支

援するとともに、林業を担う人材の育成に向けた「北

の森づくり専門学院」の開校準備や、外国人の方々が

地域で安心して働き、暮らすことができる環境の整備

などを進めます。

　アイヌの人たちを「先住民族」と位置付ける法律の

制定を踏まえた総合的なアイヌ政策の推進や、2020

年４月のウポポイ（民族共生象徴空間）開設に向けた

積極的なＰＲなどに取り組みます。

　３つ目は「活力ある産業づくりへの挑戦」です。

　中国やＡＳＥＡＮ、

ロシアなどとの交流

を促進しながら販路

拡大や投資の呼び込

みに努めるとともに、

道産食品のブランド化

を促進します。

　観光については、本年開催されるラグビーワールド

カップやＧ２０観光大臣会合における情報発信など

積極的な誘客の取り組みを展開します。

　また、農林水産業の持続的な発展に向けた体質強

化や付加価値の向上、ロケット打ち上げなど宇宙産

業の育成支援や自動走行実証実験の誘致、中小企

業・小規模事業者の生産性向上や経営体質の強化、

新エネルギーの導入拡大などに取り組みます。

　道と市町村が地域の課題について率直に意見を交

わし、地域創生に向けたプロジェクトを一体となって

推進するなど市町村とのスクラム強化を図るととも

に、行財政改革や政策実現力の強化などに取り組み、

政策推進のための骨太で筋肉質な道の体制づくりを

進めていきます。

　道内各地を訪れて、

道民の皆さまにお会い

し、さまざまな課題、そ

して地域の未来につい

て意見交換をさせてい

ただきたいと考えてい

ます。よろしくお願いい

たします。

北海道知事

道政運営に当たる３つの基本姿勢 政策展開における３つの「挑戦」

道政推進の基盤づくり
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